
 



2 月問題１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答） 

 外円、大円、乙円、小円の半径をおのおの R,r1,r2,r3 とし、各円の中心を O,O1,O2,O3 とする。

そして、大円と大円の接点を T とし、点 T を中心に反転する。反転円の半径はｋ＝１とする。す

ると、反転の定義より、 

(𝐓𝐀)(𝐓𝐀 ) = 𝐤𝟐 = 𝟏   ∴    (𝐓𝐀 ) =
𝐤𝟐

(𝐓𝐀)
=

𝟏𝟐

𝟐𝒓𝟏
=

𝟏𝟐

𝑹
 

となる。また、(𝐓𝐀 ) = 𝒆 とおく。 

 

ステップ１（Ｔより O3’に引いた接線の長さを求める） 

 反転中心 T から小’円に引いた接線の長さ（ｔ）を求める。まず、はじめに𝒓𝟑 を求める。第 2 図

より、 

𝟐𝒆 = 𝟐 𝟐 𝒆𝒓𝟑  

𝒆𝟐 = 𝟒𝒆𝒓𝟑  

𝒓𝟑 =
𝒆

𝟒
 

よって、 

(𝒕)𝟐 = 𝒆𝟐 + (𝒆 − 𝒓𝟑 )𝟐 − 𝒓𝟑
𝟐 
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（第 1 図） 
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（第 2 図） 
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= 𝒆𝟐 + 𝒆𝟐 − 𝟐𝒆
𝒆

𝟒
+

𝒆𝟐

𝟏𝟔
−

𝒆𝟐

𝟏𝟔
 

(𝒕)𝟐 =
𝟑

𝟐
𝒆𝟐 

 

ステップ 2（小円径を求める） 

 反転基本式また外円 R=6/2 より、 

𝒓𝟑 =
(𝒌)𝟐

(𝒕)𝟐

𝒆

𝟒
=

𝟐

𝟑𝒆𝟐

𝒆

𝟒
=

𝟏

𝟔𝒆
=

𝟏

𝟔
𝑹 =

𝟏

𝟐
 

となる。従って、小円の直径は𝟐𝒓𝟑 = 𝟏寸となる。 

 

（答 小円直径 1 寸） 

 

 


